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課題名

試 験研

究 年次

Ｉ目的

2１難防除病害虫の防除法の確立

分類 ①

アスパラガス茎'枯病の雨よけによる耕種的防除効果

６３～２年（完了）

アスパラガスの重要病害である茎枯病に対して雨よけによる防除効果を検討し
効率的防除法を確立する。

Ⅱ試験方法

１試験場所福岡農総試場内圃場

２耕種概要品種；メリーワシントン５００ｗ、定植；６３年５月２５日、畝幅１．３ｍ
栽植間隔３０ｍ、１条植え、わら被覆、雨よけ栽培は畝中央部でハ･イブ･潅水

３処理方法

（１）雨よけの方法間口3m、高さ２．３ｍのバイプハウス支柱にビニル被覆、ビ
ニルの下端までの高さ1.3m、天井部のみ被覆

（２）雨よけの期間６３年５月（定植時）から栽培全期間
（３）薬剤防除区の薬剤散布方法

ア６３年６月１０日から７月１８日にかけてタ ｺﾆー ﾙ１０００１０００倍、ヘ．ルート水和剤
2000倍、ヘ ﾌﾗﾝ液剤２５１０００倍を合計４回散布

イ１年７回散布区は６月１日から７月２４日にかけてダコニールｌＯＯＯｌＯＯＯ倍、ヘ．ン
ﾚー ﾄ水和剤２０００倍、ヘ・ﾌﾗﾝ液剤２５１０００倍、トッブシ・ンM水和剤５００倍を
合計７回散布

4回散布区は７回散布区の第１、３，５，７回散布時のみ、合計４回散
布

（４）区制・面積６３年；ｌ区５．９～１１．７㎡２連制

１年；ｌ区２．９～５．９㎡２連制

４調査方法６３年１０月１２日は調査株全茎の枯死茎、りん片発病茎を調査
１年１０月４日は調査株全茎について発病程度別に調査
薬害は観察によ り調査発病程度は甚；枯死、多；病斑数１１個以

上、中；同３～１０個、少：同ｌ～２個
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Ⅳ主要成果の具体的データ

第１表雨よけ及び薬剤防除による茎枯病の防除効果（６３年）

薬剤発 病発病茎率（％）
処理株率

雨よけ

露地

防除（％）枯死茎率りん片発病茎率合計

防 除００００

無防 除００００

防除９１．３０．３１３ ●
■
６ １ ３ ． ９

無防除９８．２０．２２０．６２０．８

注）①調査時期６３年１０月１２日

②薬剤防除６３年６月１０日、１８日、２７日、７月１８日の４回散布

第２表雨よけ及び薬剤防除の回数と茎枯病の防除効果（１年）

薬剤発病程度別発病茎率（％）
処理株率

防除（％）甚多中少合計
薬 害

７回散布１００１１．９３．１２．４４．８２２．２

雨よけ４回散布８０１１．６１．３０．５３．５１６．９
無防除１００８．８２．４１．０５．８１７．９

７回散布１００４３．７１７．９１４．４１２．５８８．５

露地４回散布１００４４．１８．９１５．７１１．７８０．４
無防除１００７３．４１０．６５．６３．７９３．３

注）調査時期１年10月４日

Ｖ成果の評価と取扱上の留意点

１薬剤防除に依存しない優れた耕種的防除法として防除対策の資・料となる。
２茎枯病は被害残撞や病斑上の柄胞子が雨水とともに飛散し伝染するので、雨
よけ栽培の場合にも潅水には注意が必要で、茎葉に飛散しない方法で行う。ま
た、被害茎は圃場に残さないよう早めに除去、焼却する。

Ⅵ今後の研究上の問題点

露地栽培における有効な防除法の開発


